
2025 年 2 月 4 日 

 

「第 4 回 めぶき製造業実務研修会」の開催について 

～めぶきものづくり企業フォーラム 2025 特別企画～ 

 

めぶきフィナンシャルグループの常陽銀行（頭取  秋野 哲也）と足利銀行（頭取 

清水 和幸）は、このたび、「第 4 回 めぶき製造業実務研修会」を開催しますので、下記の

とおりお知らせいたします。 

本研修会は、「めぶきものづくり企業フォーラム 2025※」の特別企画として開催するもので、

日立建機株式会社（以下、「同社」）の現職社員を講師に迎え、同社が有する知見、ノウハウを

生かした総合演習を通じて、ものづくり企業の現場力、技術力、人材力の向上をサポート

することを目的としております。今回は、少子高齢化による全国的な人手不足が製造業に

おいても大きな経営課題となっている状況を踏まえ、製造業における省力化・省人化を実現

するための業務改善手法やポイントについてご紹介いただきます。 

めぶきフィナンシャルグループは、「地域とともにあゆむ価値創造グループ」を長期ビジョン

に掲げ、今後ともステークホルダーの皆さまの課題に寄り添い、ともに歩み解決することで、

新たな価値を創り続け地域社会の持続的成長に貢献してまいります。 

※ご参考 2024 年 10 月 2 日付ニュースリリース「『めぶきものづくり企業フォーラム 2025』の開催について」 

記 

【開催概要】 

名 称 第 4 回 めぶき製造業実務研修会 

日 程 2025 年 3 月 18 日（火）13：00～15：00 

場 所 つくば国際会議場（つくば市竹園 2丁目 20番 3号 TEL：029-861-0001） 

研修テーマ 日立建機型 業務改善 ～「モノづくり基盤」の強化と人財育成～ 

研 修 概 要 

日立建機株式会社の社内研修を中小企業向けにカスタマイズした総合演習型の

研修会です。同社が取り組んでいる業務改善活動の事例から、業務改善の

基本的な考え方を習得するほか、演習の実践を通じて、理解を深めます。 

お申込方法 
添付チラシに掲載の QR コード＊より、お申し込みください。 

＊QR コードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。 

お申込期限 2025 年 2 月 21 日（金）※定員になり次第、締切とさせていただきます。 

定 員 70 名 ※1 社につき最大 3 名までお申し込みいただけます。 

受 講 料 1 名さま／5,500 円（税込） 

主   催 常陽銀行、足利銀行、常陽産業研究所 

※研修会の詳細は、別添のチラシをご参照ください。 

以 上 

https://pdf.irpocket.com/C8333/EAzE/v4uh/RkAJ.pdf


2025年 3月18日㊋
13:00～15:00
つくば国際会議場 4階 406
茨城県つくば市竹園2-20-3

＊イメージ写真です

参加者
募集！

日立建機のノウハウ、伝授いたします！

第4回 めぶき
製造業実務研修会

〈特別企画〉

「日立建機型 業務改善」
『 モ ノ づ く り 基 盤 』の 強 化 と 人 財 育 成

今回で4回目を迎える「めぶき 製造業実務研修会」は、「めぶき ものづくり企業フォーラム
2025」の特別企画として開催。日立建機株式会社の社内研修ノウハウが活かされた総合演習
型の研修会で、同社トップレベルの講師が、個人の能力に応じてきめ細かな技術を伝授します。
現場力、技術力、人材力向上に向けて、どうぞご参加ください。

このような方を
対象としています！講師  松井 量 まつい・はかる 氏

日立建機 モノづくり改革室 共通基盤強化部 部長
1997年 日立電線（現プロテリアル）入社、2013年 日立
建機転籍、2016年 Tata Hitachi Construction 
Machinery（インド）出向、2023年より現職。日立
電線在籍時は極細銅合金線の開発に従事し、2010
年に大河内記念技術賞を受賞。日立建機転籍後はインド、アメリカ、ブ
ラジル、インドネシアなど海外拠点の生産戦略策定、国内外の生産拠点
再編、マイニング用建設機械の増産対応に関わる改善活動などを推進。
2023年より製造現場の管理監督者の人財育成、グローバルモノづくり
診断、小集団活動の推進などを取りまとめている。【主な資格】生産マイ
スター１級（人材開発協会認定）、VEリーダー（日本VE協会認定）

業種： 製造業（溶接、機械加工、
組立、塗装など）

ポジション（役割）：
現場管理者
現場監督者
改善活動の推進者
DX推進者

● 受講料：5,500円（税込）＊1人あたり

● 定員：70名 ＊先着順。1社につき3名まで

● 募集期限：2025年2月21日㊎まで
● お申込みはこちらからアクセスください

▲
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人財とは？

従業員を満足
させるため?

新人

省人化

固定費
労働力 少人化

変動費

資産

監督者熟練者 管理者

なぜ 日立建機は 『人材』 を 『人財』 と言うのでしょうか？
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方針管理と日常管理

日常管理で『ＯＯＤＡ』ループを回す

方針実施計画を実現する改善・改革活動において

計画的に『ＰＤＣＡ＋ＡＦ』サイクルを回す

PDCA: Plan-Do-Check-Act
A: Achievement
F: Follow up

OODA: 
Observe (観察)-Orient (状況判断)-Decide (意思決定)-Act (実行)
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安全、遵法、品質、納期、コスト
人財育成、TIPS活動、環境保全
の８つを柱とする

安全・
健康 遵法

品質

納期

コスト

TIPS
活動

環境
保全

モノづくり綱領の基本理念

意思決定の優先順位：S>L>Q>D>C
安全・健康 Safety & health 安全と健康を守ることを全てに優先させる
遵法 Legal compliance すべての法令、規制を遵守する

品質 Quality お客様に満足いただける品質の製品・部品・サービ
スをお届けする

納期 Delivery time お客様に対して速やかに納期を回答し、請納期を
守る

コスト Cost お客様への責任を果たしたうえで、企業としての収
益性の確保、工場としての生産性を向上させる

S>L>Q>D>Cを支える３つのベース
人財育成 Human resource 

development モノづくりは人づくり

TIPS活動 TIPS activities 「革新」と「創意工夫」を絶え間なく自ら実践で
きる「人」と組織をつくる

環境保全 Environmental 
conservation 環境と経営を両立させる

TIPS: Total Innovation & Inventive Production System

主催：常陽銀行、足利銀行、常陽産業研究所
お問い合わせはこちら
常陽銀行 コンサルティング営業部  担当：園田
TEL 070-3081-6418

足利銀行 営業戦略部  担当：菊池
TEL 028-626-0561

写真：展示商談会の様子（前回）

10:00～16:30
展示商談会

“出会い”の場
＊申込受付期間終了

13:00～16:30
予約商談会

“見合い”の場
＊申込受付期間終了

10:00～16:30
特設展示
写真：過去の特設展示

〈ご参加の方へ注意事項〉
●	お申込情報の取扱い─参加申込みフォームにご登録いただいた情報は、㈱常陽銀行、㈱足利銀行、㈱常陽産業研究所が取得・管理し、
以下の目的のみに利用いたします。①本研修会に関連する連絡　②㈱常陽銀行、㈱足利銀行、㈱常陽産業研究所からの施策などのご案内

●	申込後、参加キャンセルは原則できません。やむを得ずキャンセルする場合、キャンセル料として税込受講料の100％をご負担いただきます。
●	参加申込みをいただいた場合でも、事務局の総合的な判断によりお申込みを取り消しさせていただく場合がございます。

めぶきものづくり企業フォーラム2025 inつくば
〈特別企画〉第4回 めぶき 製造業実務研修会

同日・同会場でこちらも開催中です。あわせてご参加ください！

「日立建機型 業務改善」─『モノづくり基盤』の強化と人財育成

日立建機のノウハウ、伝授いたします！

〈研修プログラム〉
1  会社紹介
2  LANDCROSについて
3  モノづくり綱領
4  日立建機のモノづくり基盤
5  感動工場の実現
6  業務改善の事例紹介

前回（2023年開催）の実績
 来場者数 ：1,400名
 出展企業数 ：191社
 予約商談件数 ：208件

北関東で最大級！
茨城県・栃木県を中心とした優れた技術や特長を有するものづくり企業が多
数出展します。新たな販路・パートナー企業の発掘、新技術・新製品開発の
きっかけとなる場として活用いただけます。ぜひご来場ください！ ▲

当日来場申込はこちら

モノづくりに携わる全ての人にとって、一体感のあるオペレーションがとても重要で
あることを理解いただき、その上で、業務改革についての事例紹介、演習を行います。


